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長浜高校体育館で開かれた記念式典

穐題協

しも議
合静30J覇年記愈式輿

旧
長
浜
町
、
喜
多
灘
村
、
櫛
生
村
、

出
海
村
、
大
和
村
、
白
滝
村
の
一
町
五

村
が
合
併
し
て
、
今
年
一
月
一
日
で
満

三
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
町
で
は
、
合

併
以
後
町
行
政
に
関
係
あ
る
機
関
や
団

体
の
代
表
者
、
合
併
二
十
周
年
以
後
の

自
治
功
労
者
合
わ
せ
て
約
四
百
五
十
人

を
招
い
て
、
四
月
二
十
二
日
、
長
浜
高

校
体
育
館
で
合
併
三
十
周
年
記
念
式
典

を
行
い
ま
し
た
。

合
併
二
十
周
年
以
後
町
発
展
に
功
績

の
あ
っ
た
功
労
者
に
表
彰
、
感
謝
状
を

贈
っ
た
あ
と
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
久

保
七
郎
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

正
午
か
ら
は
町
体
育
館
で
、
記
念
祝

賀
会
を
聞
き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
豊

年
踊
り
や
事
曲
を
行
い
、
三
十
年
の
歩

み
を
振
り
返
り
、
今
後
の
町
の
発
展
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。
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一一←ー]…合静30周年記意式典開催

自
治
功
労
で

4
人
表
彰

か
な
創
造
性
を
養
い
、
明
る
く
楽

し
い
生
き
が
い
の
あ
る
長
浜
町
の

建
設
を
め
ざ
し
、
全
身
全
霊
を
傾

け
て
い
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

次
い
で
、
城
戸
岡
町
議
会
議
長

が
議
会
を
代
表
し
て
「
合
併
し
て
新
た

な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
以
来
三
十
年

間
、
歴
代
町
長
、
議
会
、
住
民
が
新
し

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
住
民
福
祉
向

上
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
現
在
、
臨
海
工
業
開
発
に
活
路
を

求
め
、
西
国
先
生
は
じ
め
、
園
、
県
の

援
助
を
得
て
二
次
開
発
事
業
が
実
施
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
時
に

あ
た
り
、
町
理
事
者
、
町
議
会
が
一
丸

と
な
っ
て
住
民
の
皆
さ
ん
の
総
意
を
結

集
し
、
お
互
い
の
英
知
と
勇
気
を
も
っ

て
こ
の
歴
史
的
大
事
業
の
実
現
を
図
ら

な
け
れ
ば
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
こ

の
あ
と
、
合
併
二
十
周
年
以
後
、
特
別

自
治
功
労
が
あ
っ
た
四
人
を
表
彰
、
三

団
体
と
百
四
十
五
人
に
感
謝
状
を
贈
っ

て
功
積
を
た
た
え
ま
し
た
。

ま
た
、
愛
媛
県
知
事
(
代
理
)
、
西
国

国
土
政
務
次
官
、
岡
田
県
議
会
議
員
、

郡
町
村
長
会
長
、
郡
町
村
議
会
議
長
か

ら
、
深
い
郷
土
愛
と
強
い
団
結
に
よ
っ

て
幾
多
の
困
難
を
克
服
さ
れ
、
着
実
に

町
勢
の
進
展
を
続
け
て
い
る
町
民
の
努

力
と
今
日
ま
で
の
実
績
に
対
す
る
称
賛

の
祝
辞
が
あ
り
、
こ
の
あ
と
、
久
保
七

郎
さ
ん
が
表
彰
、
感
謝
状
を
受
け
た
者

を
代
表
し
て
「
表
彰
の
栄
に
浴
し
た
こ

と
は
感
激
の
き
わ
み
で
あ
り
、
終
生
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
躍
動
す
る
町

づ
く
り
、
躍
進
す
る
ふ
る
さ
と
や
つ
く
り

3
団
体
国
人
に
、
感
謝
状

記
念
式
典
は
、
十

時
か
ら
森
助
役
の
開

式
の
こ
と
ば
で
始
ま

り
、
次
い
で
出
席
者

全
員
が
君
が
代
を
斉

唱
し
た
あ
と
、
二
宮

町
長
が
「
高
齢
化
社

会
を
迎
え
た
今
日
、

人
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
人
生
が
あ
る
よ
う

に
、
町
政
も
時
代
の

変
せ
ん
に
伴
い
、
よ

り
よ
い
も
の
を
求
め

て
激
動
を
続
け
て
き

た
。
昭
和
三
十
年
に

六
か
町
村
が
合
併
し
、

新
長
浜
町
が
誕
生
し

て
以
来
、
赤
字
財
政
、

厳
し
い
行
財
政
運
営

を
余
儀
な
く
さ
れ
た

が
、
そ
の
困
苦
と
障

害
を
乗
り
越
え
、
今

日
私
達
に
汗
と
血
の

結
日
間
の
遺
産
を
授
け

ら
れ
た
先
輩
諸
賢
に

敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
た
い
。

合
併
後
十
年
を
経
過
し
た
あ
と
は
、

順
調
な
歩
み
を
続
け
、
昭
和
四
十
三
年

に
は
、
第
一
次
工
業
開
発
と
い
う
大
事

業
が
着
手
さ
れ
、
昭
和
四
十
七
年
に
造

成
完
了
の
偉
業
が
達
成
し
た
。
こ
の
開

発
に
よ
る
波
及
効
果
は
絶
大
な
も
の
が

一
あ
り
、
こ
の
時
町
長
と
し
て
勇
断
、
先

見
性
を
も
っ
て
行
動
力
を
駆
使
さ
れ
た

西
田
先
生
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
。

二
十
一
世
記
の
展
望
に
た
っ
て
、
地

域
経
済
の
活
性
化
の
基
幹
と
な
る
も
の

の
選
択
、
検
討
を
行
い
、
知
事
提
唱
の

西
瀬
戸
経
済
圏
構
想
の
中
で
、
国
際
的

な
流
通
基
地
を
目
ざ
し
て
い
る
本
町
の

開
発
事
業
が
、
西
国
先
生
は
じ
め
、
県

な
ど
関
係
機
関
の
お
力
添
え
と
、
漁
業

関
係
者
の
ご
理
解
を
得
て
、
今
年
着
手

で
き
る
運
び
と
な
る
こ
と
は
、
三
十
周

年
の
記
念
事
業
と
も
な
り
、
開
発
の
門

出
に
花
を
添
え
た
も
の
と
確
信
す
る
。

私
達
は
、
偉
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た

先
達
者
の
意
を
体
し
、
視
野
を
広
く
世

界
に
向
げ
、
変
動
を
続
け
る
諸
般
の
情

勢
を
適
格
に
と
ら
え
、
い
ろ
い
ろ
な
人

々
と
ひ
ざ
を
交
え
て
理
解
を
求
め
、
豊んkc 
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表代を者彰受

を
め
ざ
し
て
最
大
限
の
努
力
を
す
る
こ

と
を
誓
う
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
、
久
井
副
議
長
の
音
頭
で
万

歳
を
三
唱
し
、
日
回
収
入
役
が
閉
式
の

こ
と
ば
を
述
べ
て
式
典
の
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。こ

の
あ
と
、
町
体
育
館
に
会
場
を
移

し
て
祝
宴
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
品
に

ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル

と
エ
コ
ー
は
が
き

町
で
は
、
三
十
周
年
を
共
に
祝
い
、

こ
れ
ま
で
の
町
発
展
の
尽
力
に
対
す
る

感
謝
の
し
る
し
と
し
て
、

H

長
浜
町
合
併

三
十
周
年
記
念
μ

と
お
り
込
ん
だ
ス
ポ

ー
ツ
タ
オ
ル
と
肱
川
嵐
を
印
刷
し
た
エ

コ
ー
は
が
き
五
枚
を
セ
ッ
ト
に
し
て
町

内
各
戸
に
、
ま
た
、
式
典
招
待
者
に
は
、

ハ
ン
カ
チ
セ
ッ
ト
、
三
十
周
年
記
念
の

町
勢
要
覧
、
表
彰
台
よ
び
感
謝
状
を
受

け
ら
れ
た
方
に
は
、
花
ピ
ン
、
ハ
ン
カ

チ
セ
ッ
ト
を
贈
っ
て
記
念
の
し
る
し
と

し
ま
し
た
。

祝賀会でのアトラクション 筆画

こ
の
祝
典
を
機
会
に
、

A
7
進
め
て
い

る
開
発
事
業
を
全
員
の
英
知
を
結
集
し

て
成
功
さ
せ
、
二
十
一
世
紀
の
長
浜
町

づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
欲
し
い

も
の
で
す
。

0

0

0

0

 

表
彰
さ
れ
た
入
、
感
謝
状
を
受
け
た

人
は
次
の
通
り
(
敬
称
略
・
二
つ
以
上
の

受
賞
該
当
者
は
い
ず
れ
か
一
つ
を
掲
載
)

一
特
別
自
治
功
労
者
}
久
保
七
郎
、
増

田
晴
茂
、
明
関
定
市
、
城
戸
岡
政
雄
(
以

上
長
浜
)

長
浜
町
医
師
会
、
長
浜
町
第
九
九
区

長
浜
町
第
一
五
二
区

{
合
併
二
十
周
年
以
後
の
前
理
事
者
一

菊
地
嘉
彦
(
豊
茂
)
増
田
晴
茂
、
門

田
博
(
以
上
長
浜
)
土
居
孝
童
(
柴
)

{
合
併
二
十
周
年
以
後
の
議
会
議
長
]

山
下
清
雄
(
上
老
松
)
二
宮
義
徳
(
沖

浦
)
菊
地
満
男
(
穂
積
)
桜
田
和
夫
(
柴
)

堤
正
和
(
長
浜
)
大
本
春
明
(
豊
茂
)

城
戸
岡
政
雄
(
長
浜
)
{
合
併
以
後
選

挙
に
よ
り
当
選
の
議
会
議
員
、
農
業
委

員
、
選
挙
管
理
委
員
で
十
年
以
上
在
職

し
た
者
]
マ
議
会
議
員
小
川
儀
三
郎

(
長
浜
)
山
本
薫
(
櫛
生
)
西
宮
正
幸

(
長
浜
)
塚
木
弘
基
(
出
海
)
村
本
武

則
(
出
海
)
一
宮
泰
忠
(
戒
川
)
大
成

淳
(
豊
茂
)
矢
野
一
男
(
黒
田
)
マ
農

業
委
員
藤
田
栄
一
(
下
須
戒
)
鎌
田

賢
一
(
沖
浦
)
久
井
貞
治
郎
(
大
越
)

松
岡
寛
一
(
櫛
生
)
中
上
芳
則
(
黒
田
)
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石
山
豊
(
出
海
)
{
合
併
以
後
特
別
職

の
委
員
で
十
年
以
上
在
職
し
た
者
一
マ

学
校
医
西
村
博
(
出
海
)
マ
公
民
館

長
久
保
七
郎
(
長
浜
)
津
田
駒
太
郎

(
今
坊
)
小
西
豊
巳
(
豊
茂
)
マ
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
金
橋
寿
幸
、
満

野
公
介
(
以
上
長
浜
)
津
田
忠
雄

(
A
7

坊
)
上
田
陸
夫
、
上
田
正
(
以
上
白
滝
)

平
田
三
盛
(
出
海
)
マ
区
長
宮
下
忠

一
、
吉
岡
重
則
、
森
茂
夫
、
平
井
佐
、

久
保
勝
輔
、
丸
山
米
三
郎
、
武
智
盛
裕
、

高
崎
一
夫
(
以
上
長
浜
)
金
井
輝
丸
、

山
本
仁
佐
ヱ
門
(
以
上
青
島
)
横
道
政

雄
(
黒
田
)
清
水
功
、
佐
々
木
庸
一
(
以

上
沖
浦
)
東
福
栄
、
峯
田
明
(
以
上
A
7

坊
)
高
田
軍
治
郎
(
櫛
生
)
込
岡
斉
(
穂

積
)
丸
田
敬
助
(
上
老
松
)
二
宮
邦
(
豊

茂
)
山
口
久
雄
(
白
滝
)
西
山
岩
太
、

小
西
繁
春
(
以
上
柴
)
マ
民
生
児
童
委

員
宮
本
幹
之
進
、
池
田
帝
子
、
高
左

公
子
、
井
内
キ
ヨ
ヵ
、
西
村
議
(
以
上

長
浜
)
亀
井
幸
(
青
島
)
矢
野
美
佐
子

(
仁
久
)
井
上
清
、
矢
野
元
ヒ
デ
子
(
以

上
黒
田
)
水
木
己
未
生
、
松
岡
民
子
(
以

上
沖
浦
)
政
所
千
勢
子
、
田
中
タ
ツ
エ
、

下
坂
馬
太
郎
(
以
上
櫛
生
)
加
納
ミ
ツ

ル
(
須
沢
)
前
野
久
雄
(
出
海
)
徳
田

敬
四
郎
、
(
下
須
戒
)
三
井
セ
ツ
コ
(
上

老
松
)
久
保
千
穂
、
佐
々
木
沢
子
、
松
田

士
口
幸
(
以
上
豊
茂
)
上
回
ミ
ツ
子
、
都
築

ミ
ツ
ル
(
以
上
白
滝
)
三
秋
俊
雄
(
柴
)

{
勤
続
二
十
五
年
以
上
で
在
職
し
て
い

る
消
防
団
員
一
海
東
武
行
、
門
田
亘
日
一
、

次
家
誠
、
浜
上
忠
泰
、
尾
上
稔
、
石
岡

誠
一
、
榊
原
啓
助
(
以
上
長
浜
)
東
龍

雄
(
黒
田
)
奥
野
彰
一
、
門
田
陽
悦
(
以

上
仁
久
)
東
武
利
(
今
坊
)
末
広
功
男

(
櫛
生
)
大
木
俊
継
(
須
沢
)
河
井
昭

昌
(
出
海
)
東
秀
行
(
上
老
松
)
山
口

満
男
、
西
村
賢
聖
(
以
上
豊
茂
)
久
保

田
奈
臣
、
平
田
勝
男
、
別
宮
久
夫
、
井

上
幸
一
、
高
石
一
吉
(
以
上
白
滝
)
上

ご
み
処
理
施
設
が
完
成

簡
保
、
年
金
の

還

元

融

資

み
な
さ
ん
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の

増
進
を
図
る
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
の
が

郵
便
局
の
簡
易
保
険
、
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
掛
金
を
積
み
立
て
た
お
金

は
二
部
が
市
町
村
に
還
元
融
資
さ
れ
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
使
わ
れ
役
立
っ
て

い
ま
す
。

長
浜
町
で
は
、
五
十
九
年
度
に
下
表

の
と
お
り
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

陸型箆密湿蜜謹密密盈

0昭和田陣度年金讃立金還元融資事業

者
Cが+。コ工のム芯

満
武
友
、
木
村
寿
男
、
渡
辺
正
勝
、
渡

辺
重
孝
、
岡
崎
秋
善
、
岡
崎
貞
男
(
以
上

柴
)
大
野
真
良
、
久
保
実
男
、
中
野
修
身
、

惣
谷
夫
二
郎
(
以
上
戒
川
)
{
合
併
二
十

周
年
以
後
勤
続
二
十
五
年
以
上
で
退
職

し
た
町
聡
員
一
藤
岡
喜
代
夫
、
日
田
稲

生
(
以
上
下
須
戒
)
三
浦
義
直
(
豊
茂
)

{
合
併
二
十
潤
年
以
後
勤
続
二
十
五
年

以
上
で
在
職
し
て
い
る
町
職
員
一
泉
芳

信
、
山
崎
一
義
、
渡
辺
敬
、
石
丸
英
雄
、

久
保
弘
、
窪
憲
一
、
小
川
豆
、
上
田
邦

彦
、
波
多
野
進
、
矢
野
克
、
木
下
保
利
、

西
宮
幸
子
、
玉
井
徳
美
、
山
本
辰
雄
、

山
下
国
広
、
平
田
豊
子
、
横
道
里
見
、

山
本
美
智
子
、
宮
田
猛
義
、
藤
本
富
雄

0昭和田年産簡易生命保障讃立金還元融資事業

事

名

一般廃棄物処理施設事業
(ごみ処理施設)

西南地区簡易水道整備事業

名

住宅新築資金貸付金

業

業

事

-

?

・

六

月

の

誕

生

石

で

あ

る

真

珠

の

「

真

」

と

夕

方

近

く

生

⑪
バ
)
ま
れ
た
の
で
「
タ
」
を
と
り
「
真
タ
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

叫
夜
、

r
柴
あ
ま
り
人
見
知
り
せ
ず
、
女
の
人
な
ら
誰
に
で
も
抱
か
れ

日
第
一
い
(
ま
す
。
箱
に
入
っ
て
い
る
も
の
な
ら
洋
服
で
も
お
血
や
茶

器

ぜ

ん

わ

ん

で

も

何

で

も

ひ

っ

ぱ

り

出

す

の

丈

好

き

で

、

頭

J
J
J

や
を
傾
む
け
て
愛
想
笑
い
を
し
ま
す
。
元
気
な
の
は
家
族
で

;
 

内
ifw，
ち

い

ち

ば

麟

欝

襲

撃

警

鐘

欝

れ

ハ
町
一
心
¥
印
〕

7

ん
、
こ
麟
鶴
欝
鶴
欝
綴
麟
鶴
闘
機
欝
鶴
麟
欝
ま

帯

、

'-AJ
の

ま

ま

襲

撃

欝

響

詩

j

謀
議
官
量
生

一
E
M
ヤ
品
川
上
昌
司
健
康
で
轍
鶴
機
鰭
議
一
千

yJ
み仁一一…
1qす
鴻
麟
日

山

一

す

山

ー

育

っ

て

騒

M三
一

守

一

万

診

ふ

れ

弓

懸

削

¥
'
E
U
i
d

欲

し

い

襲

撃

藤

子

f二三一一
J
鑓
欝
欝

6

q

遭

い

柿

と

思

い

欝

欝

J
¥
J
ぺ盤咋

一

一

千

万

ま

す

。

錦

繍

議

議

議

警

護

欝

議

5

(父

1
博
志
さ
ん
回
歳
・
母
リ
明
美
さ
ん
mu
歳
)

か
。
六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

人
権
は
、
人
聞
が
平
和
に
生
き
て
い

く
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自

分
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
も
私
も
み
ん

な
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
人
権
は
共
存
す
る
も
の

な
の
で
す
。

お
互
い
に
人
権
を
守
っ
て
明
る
い
社

会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
願
い

で
す
。全

国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月
一

日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も

に
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

な
わ
、
長
浜
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

熊
野
熊
雄
さ
ん
(
長
浜
)
平
田
一
二
盛
さ

ん
(
出
海
)
土
居
孝
童
さ
ん
(
柴
)
で

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

コk
;f# 

手口林
田 55

臨本塁
日空吉に

喜氏

で

住宅改修資金 貸付金

長
浜
町
森
林

組
合
の
臨
時
役

員
会
が
三
月
二

十
五
日
に
聞
か

れ
、
小
西
孝
夫

組
合
長
が
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
辞
任

し
た
こ
と
に
よ
り
、
出
海
の
和
田
永
士
口

氏
(
五
三

)
1写
真
)
が
新
組
合
長
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

人 」レー
杉重 A イJ

聖人 E人互
2主権?権 ρ
言霊日きに
度壁 司王
ご、菖つ

Zあて
Z E 
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皆
さ
ん
の
「
声
」
行
政
に

上
田
さ
ん
ら
八
人

車
報
モ
ニ
タ
ー
委
嘱

モニタ一つうしん

四
月
十
二
日
町
体
育
館
で
六
十
年
度

の
広
報
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式
を
行
い
ま
し

た
。
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
広
報
な

が
は
ま
に
対
す
る
新
鮮
で
率
直
な
意
見
、

要
望
を
出
し
て
も
ら
い
、
広
報
な
が
は

ま
に
反
映
さ
せ
、
適
正
で
効
果
的
な
業

務
の
推
進
を
図
る
も
の
。
今
年
で
四
年

目
。
委
嘱
し
た
モ
ニ
タ
ー
は
次
の
通
り

(
敬
称
略
)
0

西
貴
子
(
長
浜
)
二
宮
敏
明
(
沖
浦
)

中
見
由
香
里
(
今
訪
)
櫛
笥
益
一
(
櫛

生
)
畑
中
和
夫
(
出
海
)
矢
野
恵
美
子

(
下
須
戒
)
谷
本
こ
ず
え
(
豊
茂
)
上

田
正
(
白
滝
)

昭和60年度の広報モニターのみなさん

本
紙
で
お
知
ら
せ

二
次
開
発
事
業

国
土
開
発
、
人
口
増
加
、
経
済
活
性

化
ど
れ
を
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
で
す

が
、
わ
が
町
も
明
る
く
住
み
よ
い
町
で

あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

経
済
活
性
化
等
の
た
め
、
現
在
第
二

次
臨
海
工
業
開
発
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
内
容
な
ど
詳
し
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
私
た
ち
の

不
安
は
つ
の
る
ば
か
り
で
す
。
広
い
範

囲
で
住
民
の
声
も
聞
い
て
開
発
を
進
め

て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

(
今
坊
・
中
見
由
香
里
・

M
歳
)

お
答
え
・
:
第
二
次
開
発
事
業
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
議
会
の
一
般
質
問
な
ど

に
よ
り
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
具
体

的
な
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
公
表
で
き

る
段
階
で
な
か
っ
た
た
め
お
知
ら
せ
し

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

不
安
を
招
く
よ
う
な
開
発
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
詳
し
い
内
容
等
に
つ
い
て
は
、

近
く
本
紙
で
順
次
お
知
ら
せ
す
る
よ
う

企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ

さ
い
。
な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご

意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。将

来
の
見
通
し
た
て

商
屈
街
の
活
性
化

本
町
通
り
が
カ
ラ

l
舗
装
に
な
っ
て

砂
ほ
こ
り
が
な
く
な
り
、
た
い
へ
ん
感

謝
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
こ
と
は
、
商

庖
街
が
歯
が
抜
け
た
よ
う
な
状
態
で
寂

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

(
長
浜
・
西
貴
子
・
的
歳
)

お
答
え
:
本
町
一
商
居
街
の
活
性
化
対

策
に
つ
い
て
は
、
診
断
結
果
を
も
と
に

商
工
会
や
商
底
連
盟
、
個
庖
な
ど
の
ご

尽
力
に
よ
っ
て
カ
ラ

i
ロ
l
ド
に
マ
ッ

チ
し
た
立
派
な
ア

i
チ
が
完
成
し
た
こ

と
は
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。

ご
意
見
の
と
お
り
商
庖
街
の
形
態
は

各
種
商
屈
が
連
鎖
し
て
い
る
ご
と
が
理

想
で
あ
り
、
商
業
近
代
化
懇
談
会
な
ど

で
も
活
性
化
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
論
議

さ
れ
ま
す
が
、
結
局
は
個
人
の
自
由
を

侵
害
す
る
た
め
強
制
は
で
き
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
商
庖
主
が
将
来
の
見
通
し
を
的

確
に
た
て
、
組
織
づ
く
り
な
ど
に
よ
っ

て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

施
設
の
改
善
と

合

わ

せ

検

討

有
線
放
送
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

以
前
か
ら
の
要
望
で
す
が
、
有
線
放

送
が
沖
浦
の
一
一
部
の
地
区
し
か
聞
き
と

れ
ま
せ
ん
。
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
場

所
を
変
え
て
、
例
え
ば
ス
ピ
ー
カ
ー
を

海
岸
に
設
置
す
る
な
ど
し
て
聞
こ
え
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

(
沖
浦
・
二
宮
敏
明
園
田
歳
)

お
答
え
・
:
屋
外
放
送
(
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
放
送
)
に
つ
い
て
は
、
沖
浦
地
区
だ

け
で
な
く
、
他
の
地
区
か
ら
も
(
有
線

放
送
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
)
聞
こ
え
に
く

い
と
い
う
声
が
出
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
設
置
場
所
の
問
題
も
多
少
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
地
形
や
風
の
向
き
な
ど
気

象
条
件
に
よ
っ
て
聞
こ
え
た
り
聞
こ
え

な
か
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
設

置
場
所
を
移
動
し
て
も
あ
ま
り
効
果
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
又
拡
声
機
の
増
設

も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
数
を
ふ
や
す
と

出
力
が
下
が
り
ま
す
の
で
、
今
後
施
設

の
改
善
と
合
わ
せ
て
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

県
主
催
の
わ
茶
懇
で

少
人
数
の
懇
談
会

農
業
後
継
者
問
題
、
年
金
、
税
金
と

い
っ
た
家
庭
に
密
接
な
こ
と
が
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
区
単
位
程

度
の
少
人
数
の
人
達
が
集
ま
っ
て
、
各

担
当
課
の
職
員
の
方
に
出
席
し
て
い
た

だ
き
、

H

ひ
ざ
U

を
つ
き
合
わ
せ
て
懇
談

会
な
ど
を
開
く
こ
と
は
で
き
な
い
で
し

ょ
P
7
か。

(
出
海
・
畑
中
和
夫
・
岨
歳
)

お
答
え
・
:
現
在
は
年
二
田
県
主
催
の

お
茶
の
間
懇
談
会
を
開
催
し
て
町
か
ら

も
関
係
担
当
課
長
が
出
席
し
て
、
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
を
う

か
が
っ
て
い
ま
す
。
区
単
位
で
は
人
数

も
少
な
く
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う

な
機
会
に
ぜ
ひ
出
席
い
た
だ
い
て
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
提
起
な
ど
も
し
て
い
た

だ
い
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ふ
り
が
な
で
対
応

長
浜
嵐
の
漢
字
の
使
い
方

長
浜
嵐
は
有
職
者
の
方
が
好
ん
で
読

む
欄
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
中
高
年

齢
層
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
若
い
人
に
は
漢
字
が
多
過
ぎ
て

読
み
づ
ら
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
き
れ
ば
か
な
を
多
く
使
わ
れ
た
方
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

(
櫛
生
・
櫛
笥
益
一

E

臼
歳
)

お
答
え
:
・
長
浜
嵐
は
今
年
も
増
田
晴

茂
さ
ん
と
高
左
潔
さ
ん
に
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。
で
き
る
限
り
多
く
の
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
欄
は
漢
字
の
方
が
ニ
ュ
ア

ン
ス
的
に
よ
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
よ
う
な
場
合
は
ふ
り
が
な
を
つ
け

て
読
み
や
す
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。ム

ア
変
ふ
央
す
し
て

メ
ノ
イ
l
L
f
ニ

つ

非
常
時
の
連
絡
方
法

山
林
道
を
走
っ
て
い
て
、
車
の
故
障

や
事
故
、
災
害
な
ど
み
か
け
た
時
、
ま

た
家
族
に
ち
ょ
っ
と
連
絡
を
と
思
っ
て

も
近
く
に
有
線
や
公
衆
電
話
、
ま
し
て

や
民
家
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
は
少

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
か
連
絡

で
き
る
も
の
を
設
置
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。(

豊
茂
・
谷
本
こ
ず
え
・
担
歳
)

お
答
え
・
:
現
代
階
で
は
、
設
備
を
つ

く
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
情
報
化
社
会
を
迎
え
、
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
な
ど
新
し
い
通
信
施
設
も

普
及
し
て
い
く
と
忠
わ
れ
ま
す
の
で
、

非
常
時
に
備
え
て
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

公
園
の
整
備
計
画

と
あ
わ
せ
て

自

然

歩

道

町
内
ど
こ
へ
い
っ
て
も
道
路
が
舗
装

整
備
さ
れ
、
車
社
会
の
昨
今
、
生
活
が

便
利
に
な
っ
た
こ
乙
は
た
い
へ
ん
結
構



5-

だ
と
思
い
ま
す

O
L
か
し
、
反
面
、
土

の
近
が
次
第
に
少
な
く
な
り
、
歩
行
者

は
舗
装
道
路
を
歩
く
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
向
日
以
近
へ
の
郷
愁
が
あ
る
の
も

事
実
で
す
。
近
米
、
「
歩
く
健
康
法
」
が

昂
唱
さ
れ
、
「
一
人
渉
き
」
「
歩
け
大

会
」
な
ど
試
み
ら
れ
て
い
る
の
も
現
代

文
明
ヘ
の
一
つ
の
警
鐘
で
あ
り
、
便
利

社
会
か
ら
人
間
回
帰
へ
の
願
望
仁
は
か

な
り
ま
せ
ん
。
字
、
の
み
ち
の
専
門
家
は
、

「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、

ひ
ざ
の
関
節
や
足
首
、
そ
れ
に
脳
へ
の

衝
撃
が
強
く
て
疲
れ
や
す
い
、
な
る
べ

く
土
の
道
を
選
ん
で
歩
く
こ
と
が
よ
い
」

と
指
導
し
て
い
ま
す
。
環
境
庁
や
公
的

機
関
に
お
い
て
も
自
然
歩
道
づ
く
り
を

塁F

目
覚
め
か
ら
就
寝
ま
で

進
め
て
い
ま
す
。
町
で
も
二
キ
ロ
か
ら

四
キ
ロ
程
度
の
白
然
歩
道
を
残
す
か
、

積
極
的
に
遊
タ
道
を
設
定
す
る
よ
う
配

慮
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

(
向
滝
・
上
川
正
司
九
歳
)

お
答
え
お
説
の
よ
う
に
健
康
的
側

面
か
ら
考
え
る
と
、
「
自
然
歩
道
」
は
た

い
へ
ん
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

町
道
と
並
行
し
て
つ
く
る
二
と
は
い
ろ

い
ろ
な
面
か
ら
む
つ
か
し
く
、
白
滝
公

園
や
不
動
滝
公
開
な
ど
の
公
同
施
設
に

遊
歩
道
な
ど
を
設
定
し
て
い
く
こ
と
は

可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
公
国
の

整
備
計
画
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

重
眠
法
⑬

気
持
ち
よ
い
眠
り
を

誘
う
た
め
じ

臨理掴圃E 寝たきり老人の看護法

年
を
と
る
と
昼
間
運
動
を
し
な
い
の

で
、
夜
の
寝
つ
き
が
悪
く
な
り
が
ち
で

す
。
特
に
寝
た
き
り
に
な
る
と
、
昼
間

に
寝
る
こ
と
が
多
い
の
で
か
夜
眠
れ
な

い
μ

と
訴
え
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

お
年
寄
り
に
は
眠
れ
ぬ
夜
は
ご
と
の
ほ

か
長
く
感
ビ
ら
れ
、
と
り
蔵
さ
れ
た
よ

う
な
寂
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
わ
年
寄
り
が
安
眠
で
き

る
よ
う
に
、
手
助
け
を
し
て
あ
げ
ま
し

ょ〉フ。

守山岳患選

く
る
ぶ
し
か
ら
先
の
部
分
を
洗
面
器

の
湯
に
つ
け
る
足
浴
法
、
血
行
を
よ
く

す
る
の
で
、
眠
り
を
誘
う
の
に
役
立
ち

ま
す
。

〈
足
浴
の
方
法
と
願
序
〉

山
ひ
ざ
の
下
に
、
二
つ
折
り
に
し
た
座

ぶ
と
ん
、
あ
る
い
は
唇
ん
だ
毛
布
な
ど

を
入
れ
で
足
を
支
え
る
じ

即
洗
面
器
に
、
ム
お
風
u
h
の
湯
よ
り
少
し

ぬ
る
め
の
湯
を
入
れ
る
。

叩
敷
ぶ
と
ん
の
上
に
ピ
二

l
ル
、
そ
の

土
に
パ
ス
タ
オ
ル
を
重
ね
て
敷
き
、
洗

面
器
を
量
い
て
足
先
を
つ
け
る
。

制
汚
れ
の
た
ま
り
や
す
い
指
の
問
、
寝

て
い
る
と
固
く
ガ
サ
ガ
サ

L
て
く
る
か

か
と
や
足
の
裏
を
念
入
り
に
洗
う
。
足

の
裏
は
、
小
タ
オ
ル
を
固
く
ま
る
め
て

こ
す
る
と
よ
い
。

明
洗
い
終
っ
た
巳
、
タ
オ
ル
で
指
の
閉

ま
で
完
全
に
水
気
を
ふ
き
と
る
。
足
先
、

指
の
問
に
パ
ウ
ダ
ー
を
ふ
「
て
よ
く
乾

か
す
。血

行
が
よ
く
な
り
、
気
分
が
さ
つ
ば

り
す
る
の
で
寝
つ
き
ゃ
す
〈
な
り
ま
す
。

背
中
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
背
中
が
痛
む

と
き
、
咳
こ
む
と
き
、
背
中
に
床
ず
れ

が
で
き
か
か
っ
た
と
き
な
ど
に
も
一
効
果

的
で
す
。

〈
背
中
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
は

次
の
順
序
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
〉

川
両
方
の
手
の
ひ
ら
で
、
背
骨
に
沿
っ

で
肩
ま
で
な
で
上
げ
る
。

倒
肩
肝
骨
の
と
こ
ろ
か
ら
、
外
に
向
か

っ
て
大
き
く
円
を
描
く
よ
う
に
指
先
で

な
で
る
。

聞
も
う
一
度
両
手
を
一
屑
に
置
き
腰
に
向

か
っ
て
背
骨
に
沿
い
、
し
っ
か
り
と
(
あ

ま
り
強
く
な
く
)
長
く
な
で
お
ろ
し
、

む
川
の
所
で
自
然
に
力
を
抜
く
。

〈
足
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
は

次
の
順
序
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
〉

山
手
の
ひ
ら
で
足
先
か
ら
ひ
き
に
向
つ

寸
大
き
く
な
で
る
。

明
一
両
々
の
手
の
ひ
ら
で
っ
か
み
こ
む
よ

う
に
し
て
、
足
先
か
ら
ひ
ざ
に
向
っ
て

移
動
す
る
。

叩
向
こ
う
ず
ね
の
骨
の
外
側
を
、
親
指

を
使
っ
て
円
を
描
く
よ
う
に
、
足
先
か

ら
ひ
ざ
に
向
か
っ
て
も
み
あ
げ
る
。

ル
ふ
く
ら
は
ぎ
を
手
の
ひ
ら
で
大
き
く

つ
か
み
、
な
で
る
、
ゆ
す
る
を
繰
り
返

し
て
数
日
も
む
。

背
中
や
首
す
り
念
ど
に
、
熱
い
湯
で

絞
っ
た
タ
オ
ル
を
勺
て
で
温
め
ま
す
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
ほ
ど
の
効
果
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
だ
け
で
色
気
分
が
よ
く
な

り
眠
り
に
誘
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の

で
す
。f

山
小
り
歌
の
よ
う
な
、
単
調
な
ゆ
っ

く
り
し
た
音
楽
は
眠
気
を
催
さ
せ
る
も

の
で
す
。
た
だ
し
、
音
楽
に
は
個
人
の

好
み
が
あ
る
の
で
、
そ
の
点
を
考
慮
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

水道週間

6月 1 日 ~7 日

今
月
の
日
曜
ヨ
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。

@

6
月
2
日
岡
田
医
院
盟
②
0
6
3
9

①

6
月
9
日
菊
地
医
院
宮
⑫
0
2
0
9

①

6
月
日
日
門
屋
医
院
官
@
0
2
0
2

@

6
月

お

日

辻

医

院

宮

⑫

0
1
7
4

@

6
月
初
日
石
村
病
院
宮
⑫
0
2
7
5

一

乳

児

健

診

日

@

6
月
M
日

町

体

育

館

午

後

1
時

1
2
時
対
象
は
昭
和
田
年
7
月
、
日

月
、
昭
和
的
年
1
月
生
ま
れ
の
子
供
さ

入、
…

母

親

学

級

一

@

6
月
日

H

赤
ち
ゃ
ん
の
叫
引
い
方

①

6
月
山
口
口
合
産
の
経
湿
と
補
助
動

作@

6
月
幻
日
任
娠
中
の
粛
の
衛
生
と

保
健
場
所
、
時
間
は
い
ず
れ
も
町

体
育
館
で
午
後
1
時
i
3
時

.
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
老
成
人
病
検
診
…

③

6
月
6
日

町

体

育

館

午

前

9
時

却
分
1
1
時
却
分
、
午
後
1
時
1
3
時

@

6
月
7
日

白

滝

公

民

館

午

前

日

時

1
日
時
却
分
、
午
後
1
時
1
2時
却
分

@

6
月
日
日

A
7
坊
隣
保
館
午
前
日

時

1
日
時
却
八
力
、
柴
公
民
館
午
後
1

時
加
分

1
3
昨

@

6
月

ロ

日

櫛

生

小

学

校

午

前

日

時
i
H
時
加
分
、
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
午
後
1
時
加
分

1
3
時

①
6
月

四

日

町

体

育

館

午

前

9
時

却
分

1
日
時
却
分
、
午
後

1
時
1
3
時
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口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

活
性
化
を
図
ろ
う

ー
商
届
簡
ア
ー
チ
完
成

1

本
町
一
丁
目
と
四

丁
目
の
入
口
に
「
心

ふ
れ
あ
う
長
浜
商
庖

街
」
の
ア

l
チ
が
完

成
し
、
四
月
二
十
二

日
落
成
式
が
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
商
工
会
、

商
庖
連
盟
が
中
心
と

な
っ
て
、
さ
び
れ
ゆ

く
本
町
通
り
の
活
性

化
を
図
ろ
う
と
作
製

し
た
も
の
で
、
総
工

費
は
補
助
金
、
地
元

負
担
金
あ
わ
せ
て
三

百
六
十
万
円
。

~ 

島 {k;sV
口
口

口

口
口

口

口
口

口
口

み
ん
な
で
歩
け
歩
け

口口口口口口口口口口口口口口口仁
た 然をよな業りり部実け五健現
。に流く空のにが屋施歩月康在老
親し、気新 とちにしけ二づ
しな十央は意表 つな閉た運十くみホ
んが適気とておじ。動三りん I
でらな持新、年こ普」土主になム
い自汗ち鮮若寄も段を歩とで白

山
園
で

lそ 1
恋老
ミ人
こ ホ
と!
ヂ ム
玄白
ど山
な 圏

zl 

諸

事

円口

ま
ち
の
先
覚
者
、
豊
茂

の
一
宮
長
一
房
が
十
五
歳
に

な
っ
た
明
治
十
五
年
一
月

一
日
か
ら
、
六
十
四
歳
で

亡
く
な
る
前
の
昭
和
六
年

五
月
四
日
ま
で
の
五
十
年
間
、
毎
日

欠
か
さ
ず
克
明
に
つ
づ
っ
た
日
記
の

一
部
を
ぬ
き
出
し
て
、
明
治
、
大
正
、

昭
和
初
期
ま
で
の
世
の
移
り
変
わ
り

を
見
て
い
き
た
い
。

長
一
房
は
、
十
三
歳
の
時
に
父
長
穂

が
六
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
の
で
、

翌
十
四
年
家
督
を
相
続
し
た
。
家
長

と
な
り
新
職
と
な
っ
た
長
房
は
、
自

ら
の
処
す
べ
き
覚
悟
を
き
め
て
日
記

を
つ
け
始
め
た
。
明
治
十
五
年
か
ら

同
三
十
二
年
ま
で
は
、
半
紙
を
四
分

の
一
に
き
り
、
横
に
ご
よ
り
で
と
じ
、

細
か
な
墨
字
で
書
い
て
い
る
。
明
治

三
十
三
年
か
ら
は
、
書
山
活
発
行
の
当

用
日
記
で
、
筆
、
ベ
ン
が
混
じ
り
な

が
ら
、
ベ
ン
書
き
に
移
っ
て
い
っ
た
。

明
治
拾
五
年
壬
午
正
月
大
三
十
一

日

一
日
但
シ
太
陰
歴
明
治
十
四
年
辛

巳
十
一
月
十
二
日

本
日
天
気
朝
ヨ
シ
唇
一
頃
晴
ニ
テ
夕
方

曇
り
風
少
々
吹
ク

夜
前
ハ
築
後
山
ノ
祭
リ
ヲ
ナ
ス
(
全

ク
ハ
霜
月
ノ
成
ノ
日
ヲ
以
テ
ス
事
故

言己

ア
リ
テ
夜
前
ニ
延
べ
タ
リ
)
客
人

房

治

ヲ

ツ

ジ

ヲ

ツ

ジ

君

ハ

直

一
一
眼
ル
久
太
郎
、
久
五
郎
ハ

ガ
タ
村
参
詣
人
波
吐
限
参
詣
人

二
名
喜
平
本
家
ノ
稗
僕
共
皆
集

曾
セ
リ
本
夜
母
及
稗
ヲ
ハ
ツ
本

家
へ
渡
ル
私
等
玉
雄
二
人
宿
屋

ニ
テ
泊
ル
本
臼
夙
ニ
起
キ
テ
私
等

二
人
社
へ
帰
リ
水
行
二
参
ル
鉾
ヲ
マ

ス
雑
煮
ナ
ド
捺
ヘ
テ
各
朝
食
ヲ
ナ
シ

宿
姉
ノ
髪
イ
化
テ
本
家
へ
障
ル
ヲ
ハ

ッ
液
泊
一

ν仕
舞
事
ニ
来
ル
私
噂
二
人

朝
神
供
搭
へ
テ
朝
食
終
リ
御
祈
樟
ヲ
致

ス
叔
父
私
其
ヨ
リ
午
后
三
時
頃
迄

三
島
宮
神
田
ノ
書
附
ヲ
鯛
ベ
タ
リ
其

ヨ
リ
卯
五
郎
ニ
風
呂
ヲ
騰
サ
シ
メ
テ
先

ヅ
叔
父
入
浴
ス
私
和
気
郡
和
気
漬
芳
之

ー
た
た

内
文
治
行
手
紙
認
ム
亦
大
阪
ノ
広
田

神
社
主
典
平
山
義
三
行
ノ
手
紙
認
ム

尤
モ
之
レ
ハ
叔
父
ヨ
リ
差
出
ス
手
町
一
巾
ナ

v
tノ叔

父
谷
上
組
松
田
久
太
郎
方
へ
初
子
祝

ヒ
ニ
付
参
ル
亦
母
モ
永
田
房
治
宅
へ

初
子
祝
ヒ
ニ
参
ル
当
夜
私
御
祈
祷
ヲ

ナ
ス
終
リ
テ
玉
雄
私
等
本
家
へ
舵

リ
平
井
林
太
郎
宅
へ
初
子
祝
ヒ
ニ
参

リ
直
二
揖
リ
タ
ル
所
母
少
シ
先
ニ

鵠
リ
タ
リ
其
内
叔
父
輯
リ
タ
リ
当

夜
御
初
穂
二
円
爪
十
銭
本
家
へ
渡
ス
内

二
十
銭
銅
銭
ナ
リ
母
当
夜
社
へ
蹄
一
フ
ズ

付
記
O
漢
字
と
仮
名
は
原
文
の
ま
ま

書
い
た

0

0
句
読
点
は
な
い
の
で
、
一
画

あ
け
て
読
み
や
す
く
し
た
。

O
壬
午
み
ず
の
え
う
ま

。
辛
巳
ー
か
の
と
み

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎
)
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表
ノ
ノ
ノ

立一単

業
中
小
中
小
卒
業
家

自
治
功
労
で
勲
五
等
親
光
旭
自
章

末
、
永
芳
朗
さ
ん

長
浜

二
九
区

の
末
永

芳
朗
さ

ん(七
O
)

は
、
こ

の
春
の

叙
勲
で
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

末
永
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年
か
ら

三
十
八
年
ま
で
長
浜
町
長
、
昭
和
三
十

ク
ラ
ブ
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
が
優
勝

表彰・スポーツ

長
浜
町
合
併
三
十
周
年
を
記
念
し
て

第
四
回
ク
ラ
ブ
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
、
町
民
運
動
場
と
長
浜
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
聞
か
れ
、
七
チ
l
ム
が
参

加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
サ
ボ
ア
と
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ク
ラ

ブ
が
決
勝
を
行
い
、

8

5

で
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
が
勝
っ
て
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
。

{
一
回
戦
]
岸
本
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

5

-
商
工
会
青
年
部
マ
昭
和
サ
ボ
ア
日
|

3
ニ
ギ
ュ

1
ズ
マ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ク
ラ

八
年
か
ら
四
十
二
年
ま
で
愛
媛
県
議
会

議
員
、
昭
和
三
十
二
年
か
ら
三
十
六
年

ま
で
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
議
会

議
員
、
昭
和
三
十
七
年
に
は
長
浜
町
漁

業
協
同
組
合
の
初
代
組
合
長
を
つ
と
め
、

豊
か
な
人
間
性
で
も
っ
て
多
年
に
わ
た

り
地
方
自
治
の
発
展
に
功
労
が
あ
り
授

与
さ
れ
た
も
の
で
す
。

勲
章
の
伝
達
式
は
五
月
十
四
日
に
愛

媛
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ブ

Mi--i今
坊
イ
l
ク
ル
ス
マ
ニ
ュ
ー

ス
タ

i
不
戦
勝
フ
ィ
ッ
シ
ャ

l
ズ
{
準

決
勝
}
昭
和
サ
ボ
ア

5
!
4
岸
本
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
マ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
日
|
O
ニ

ュ
ー
ス
タ
ー
一
決
勝
一
フ
ェ
ニ

y
ク
ス

8

5

昭
和
サ
ボ
ア

却
周
年
記
念
野
球
大
会

ヤ
ン
キ
ー
ス
が
優
勝

四
月
二
十
八
日
、
長
浜
中
学
校
、
長

浜
高
校
両
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
町
合
併
三
十

周
年
記
念
野
球
大
会
が
開
か
れ
、
十
一

チ
l
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
。

{
一
園
戦
一
ベ
ア
l
ズ
不
戦
勝
シ
ャ
ト

ル
マ
イ

I
グ
ル
ス

1

1

秀
歌
(
イ
1

グ
ル
ス
の
拍
戦
勝
)
マ
ジ
ョ
ー
カ
ー
ズ

叩

2
ア
タ
ッ
ク
ス
一
二
田
戦
一
ヤ
ン

キ
l
ス
9
i
1
ベ
ア

l
ズ
マ
郵
便
局
1

0
コ
ス
モ
ス
マ
役
場
3
1
1
イ
l
グ
ル

ス
マ
ジ
ョ
ー
カ
ー
ズ

5

2

農
協
一
準

決
勝
一
ヤ
ン
キ
ー
ス
3
1
1
郵
便
局
マ

ジ
ョ
ー
カ
ー
ズ

5

3

役
場
{
決
勝
}

ヤ
ン
キ
ー
ス

7

1

ジ
ョ
ー
カ
ー
ズ

ク
ロ
ッ
ケ
l
大
会

長
浜
第
三
が
優
勝

四
月
三
十
日
町
民
運
動
場
で
長
浜
町

合
併
三
十
周
年
記
念
ク
ロ
ッ
ケ

l
大
会

が
聞
か
れ
、
二
十
九
チ

l
ム
、
八
十
七

人
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
。

一
優
勝
一
長
浜
第
三
チ

l
ム
(
菊
地
与

三
衛
、
神
内
ユ
リ
子
、
鎌
田
ハ
ル
子
)

{
準
優
勝
一
長
浜
第
一
チ

I
ム
(
冨
田

運
犬
、
間
藤
熊
衛
、
武
内
親
)
{
三
位
}

沖
浦
第
一
チ

l
ム
(
新
江
政
雄
、
辻
清

市
、
辻
キ
ク
コ
)

第
三
田
小
野
地
蔵
祭
り

子

供

相

撲

大

会

玉
井
く
ん
ら
V

第
三
回
小
野
地
蔵
祭
り
子
供
相
撲
大

会
が
四
月
二
十
四
日
小
野
地
蔵
の
持
設

静
か
な
簡

ト
阜
の
空
よ
か
し
騒
音
は
、
出
し
て
い
る
人
は
k

引
に
な
ら
な
く
て
も
、
ま
わ
り

の
人
は
大
へ
ん
迷
惑
す
る
音
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
一
人
の
「
静
か
な

運
転
」
へ
の
点
検
、
心
が
け
で
静
か
な
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

霊
媛
県
長
浜
町

み
ん
な
の
簡

優勝トロフィを受けとる長浜第3チーム

土
俵
で
行
わ
れ
、
白
滝
小
、
柴
小
、
戒

川
小
の
三
年
生
以
上
の
児
童
五
十
三
人

が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
成
績
は
次
の
通
り
。

個

人

戦

{
士
一
年
生
一
①
久
保
功
二
(
戒
川
)
②

丸
田
光
二
戒
川
)
③
梅
園
智
也
(
柴
)

一
四
年
生
]
①
中
嶋
博
文
(
柴
)
②
岩

田
正
巳
(
白
滝
)
③
竹
内
義
明
(
戒
川
)

一
五
年
生
]
①
山
中
誠
弘
(
柴
)
②
西

国
慎
治
(
白
滝
)
③
加
藤
正
人
(
柴
)

一
六
年
生
]
①
玉
井
智
裕
(
白
滝
)
②

藤
謝
誠
二
(
白
滝
)
③
中
嶋
光
秀
(
柴
)

三

人

抜

一
三
年
生
一
①
徳
山
雄
一
(
柴
)
②
久

保
功
二
(
戒
川
)
③
上
野
雅
量
(
白
滝
)

{
四
年
生
一
①
新
田
耕
土
(
白
滝
)
②

清
水
啓
介
(
柴
)
③
中
嶋
博
文
(
柴
)

一
五
年
生
一
①
西
田
賢
治
(
白
滝
)
②

岡
哲
也
(
白
滝
)
③
山
中
誠
弘
(
柴
)

一
六
年
生
}
①
岡
田
英
夫
(
紫
)
②
藤

湖
誠
二
(
白
滝
)
③
大
田
国
裕
(
白
滝
)

五

人

抜

一
三
年
生
]
①
久
保
功
二
(
戒
川
)
②

丸
田
光
一
(
戒
川
)
{
四
年
生
}
①
竹

内
義
明
(
戒
川
)
②
新
田
耕
土
(
白
滝
)

一
五
年
生
一
①
越
智
健
太
郎
(
白
滝
)

②
西
田
賢
治
(
白
滝
)
{
六
年
生
}
①

大
田
国
裕
(
白
滝
)
②
大
野
正
行
(
白

滝
)参

テ加
ーし

毎3=

曹ス』討
議教ん
\~→か主 M

金
曜

長
浜
中
学
校
校
庭
で
毎
週
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
テ
ニ
ス
教
室
を
開
い
て

い
ま
す
。
時
間
は
午
後
七
時
か
ら
九
時

ま
で
、
ク
ラ
ブ
員
が
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ラ
ケ
ッ
ト
も
準
備
し
て
い
ま
す

の
で
、
初
心
者
の
方
も
わ
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ニ
ス
教
室
に
参
加
し
て
、
体
力
ゃ
つ

く
り
に
励
み
ま
し
ょ
う
。
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(有)岸本印刷

寄
付
課
納

印刷

O
昭
和
五
十
九
年
度
大
和
保
育
所
母
の

会
・
:
児
童
机
三
個
を
大
和
保
育
所
へ

0

0
長
浜
囲
碁
愛
好
会
・
:
図
書
(
囲
碁
講

座
)
八
冊
を
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
へ
。

O
区
長
会
長
浜
支
部
:
・
交
通
安
全
教
材

(
そ
れ
ぞ
れ
三
万
円
)
を
長
浜
保
育
所

と
沖
浦
保
育
所
へ
。

昭和60年 6月 1臼発行(毎月 1日発行)

領)1語
4
月
の
卜
y

フ
は

宮
田
幸
喜
っ
く
み
さ
λ
の
カ
ソ
フ
ル

住

所

氏

名

婚

姻

題

時

年

齢

ヘ

出

海

宮

田

幸

喜

(

二

二

一

)

/

沖

浦

久

保

つ

ぐ

み

(

二

七

)

ヘ

黒

田

東

(

二

七

)

/
A
7

坊

山

根

(

二

四

)

ヘ

長

浜

大

山

(

二

五

)

/

大

洲

市

奥

野

(

二

五

)

昭和60年6月号

浩哲幸富
子雄美男

広報ながはま

、
町
内
で
タ
バ
コ
を
買

で
っ
て
い
た
だ
い
た
お
か

ゆ
内
げ
で
、
五
十
九
年
度
は

七
時
四
千
百
十
四
万
三
千
三

円

百

五

十

円

の

タ

バ

コ

消

、
~
費
税
が
町
の
台
所
に
入

仇
釘

4
H
A

り
ま
し
た
。

雨
ゆ
仙
u
h

こ
れ
か
ら
も
夕
、
パ

!
込
予
コ
を
買
う
方
は
町
内

1
珂
一
で
買
っ
て
く
だ
さ
い

-
4
句

、

午

，/ーー、" /〆ーー、¥

沖沖内白
子

j甫J甫回n竜

大
田
雄
一

大
程
由
美
子

松

本

茂

希

小

坂

幸

枝

(一一一一)

(
一
一
六
)

(
三
八
)

(一一一-)

お
誕
生
お
め
で
と
う
N

4
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

白

滝

東

吉

-

一

隆

長

女

香

菜

須

沢

楼

本

住

雄

長

交

香

菜

出

海

村

本

章

長

女

理

美

柴

宮

上

孝

一

長

女

由

佳

柴

徳

山

和

敬

長

女

絵

里

お
く
や
み

下沖長下白長長沖長櫛長長住
2頁 主貞
戒浦浜戒 j竜浜浜浦浜生浜浜所

4 
阿渡黒片武水谷山玉山小末 月
蘇壁 m桐地本[廿田井本川永氏届
谷フ冨 棺儀美出
健ジ英士政 恵繁武太三奈名分
てカ男尾富守美幸男郎郎江 ( 

敬
~~--------------~~~~，...----...._~--------------死称
五七八七五四一三五八七九亡略
五六二一六九六七五九六 O 時)
--.__...--------------------.....-'---"~--------------'----'--------.__..--'-----"年

齢

盤国
h
'

』
内
閣

H
L

持醤

大 字
人 仁I

世帯(戸)男(人) 女(人) 計(人)

仁久 149 142 291 109 

長浜 1，464 1，723 3，187 1，102 

青島 43 53 96 55 

黒 Hl 195 205 400 117 

2中 t甫 616 695 1，311 383 

今;坊 325 363 688 187 

十節 生 399 490 889 274 

2頁 t尺 92 97 189 54 

出 干母 386 408 794 260 

下須戒 505 547 1，052 285 

不恵 干責 67 73 140 39 

上老松 146 170 316 89 

豊茂 398 427 825 232 

白 J屯 458 543 1，001 350 

戒}11 161 153 314 92 

大越 36 23 59 17 

柴 337 345 682 200 

メ口~ -~ロ↓1 5，777 6，457 12，234 3，845 

( 4月1日現在)
地域別人口@世帯数

お客様と NTT

を結ぶオレンジ

カウンター

ミ社会の心を NTTに、

NTTの心を社会にミ

オレンジカウンターは

このような気持ちでお

客様のご意見、ご要望

をお千手ちしています。

お気軽に、電 報電話局

へあ立寄りください o

NTT伊予長浜電報電話局

TEL 52~0000 

う
っ
と
う
し
い
梅
雨
の
季
節
・
:
農
家

に
と
っ
て
は
雨
も
必
要
で
す
が
、
湿
度

の
低
い
快
適
な
日
々
を
送
り
た
い
も
の

で
す
。と

こ
ろ
で
我
が
町
で
も
校
内
暴
力
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
現
代

社
会
に
お
い
て
は
大
人
も
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
、
子
供
た
ち
も
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
っ
て
、
学
校
で
、
家
庭
で
そ
の
解
消

の
た
め
に
問
題
が
起
き
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
社
会
や
家
庭
が
甘
や
か
し

す
ぎ
る
こ
と
か
ら
非
行
に
は
し
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
幼
児
の
こ
ろ
か
ら

年
齢
に
応
じ
た
白
立
心
を
育
て
る
よ
う

に
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

六
月
十
六
日
は
父
の
目
。
父
親
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
「
父
親
」
の
在
り
方

に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

(
お
)

「万緑の中や吾子の歯生えそ

むるJー愛媛の生んだ俳聖・中

村草出男の愛情が脈打つ名句

である。里子山は緑一色に輝き、

気視は上昇する。 夏 至 は 宣 が

一番長く、わ互Lミに活力は高

まる品六月の初め に、気象記

念日、電波の口、写真の日が

集中し、先人の科学的業績の

偉大さに頭が下がる。世の中

の日進月歩は窮まりないが、

三月開設の「つくば科学万国

博覧会」の人気のすばらしい

のに は 驚 く 。 四 月末から五月

初めの連休中の人出は百万人

を越し、ロホ、 y トによる演奏

や絵画の製作をはじめ、電波

の魔術に酔い、科学の進歩の

めざましさに驚く。千二十一世

紀を背負う青少年の啓発に寄

与すること大であり、人類の

英知の偉大さに敬服する A 十

日は時の記念日「時は金なり」

を地で行く国民の精励ぶりが

円に浮かぶ。併し、日本国民

は働き過ぎ、ると言われる事に

思いをはせ、合理的な生活を

創造 し 、 余 暇 を 作り、健康保

持は勿論、家庭生活の改善、

父権の確立、親子の対話や交

流を深め、青少年の健全育成

に力を注ぎ、温かさ一杯の家庭

作りに時間を用い、「しミじめJ
のない明るい社会作りを願っ

て百大しいものである。


